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こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、「
南
前
山
蓮
光
寺
の
歴
史

と
文
化
財
」
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
に
石
井
町
と
四
国
大
学
は
「
石
井
町
と
四
国
大
学
と

の
包
括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
連
携
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
蓮
光
寺
の

文
化
財
調
査
を
、
四
国
大
学
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
図
録

は
そ
の
調
査
成
果
と
し
て
発
刊
す
る
も
の
で
す
。

蓮
光
寺
は
石
井
町
を
代
表
す
る
古
刹
の
一
つ
で
あ
り
、
指
定
文
化
財
、

登
録
文
化
財
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
文
化
財
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
文
化
活
動
も
盛
ん
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
毎
年
、
町
内
の
小
学
校

生
徒
を
対
象
と
し
た
「
蓮
光
寺
子
ど
も
競
書
大
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、

年
々
そ
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

蓮
光
寺
に
あ
る
徳
島
県
指
定
有
形
文
化
財｢

密
宗
所
学
説
一
切
有
部

受
体
随
行
要
軌
板
木｣

、
石
井
町
指
定
有
形
文
化
財｢

両
界
曼
荼
羅　

金

剛
界
曼
荼
羅　

胎
蔵
界
曼
荼
羅｣

、｢

不
動
明
王
尊
像｣

及
び
国
登
録
有

形
文
化
財｢

蓮
光
寺
山
門｣

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
文
化
財
が
こ
の

図
録
に
掲
載
さ
れ
た
多
数
の
写
真
に
よ
っ
て
、
鮮
や
か
に
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。文

化
財
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、

今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
す
。

石
井
町
に
は
そ
の
歴
史
を
物
語
る
多
く
の
文
化
財
が
ま
だ
ま
だ
存
在

し
ま
す
。
高
川
原
遺
跡
か
ら
は
「
銅
鐸
型
土
製
品
」
が
出
土
し
、
気
延

山
を
中
心
に
多
数
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
建
立
さ

れ
た
県
指
定
「
石
井
廃
寺
」、
国
指
定
「
阿
波
国
分
尼
寺
跡
」
の
史
跡
が

あ
り
、
中
世
に
は
青
石
を
も
っ
て
板
碑
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
近

世
か
ら
近
代
は
じ
め
に
は
阿
波
藍
に
よ
る
莫
大
な
富
に
よ
っ
て
国
指
定

重
要
文
化
財
「
田
中
家
住
宅
」
及
び
「
武
知
家
住
宅
」
に
代
表
さ
れ
る

藍
屋
敷
が
建
築
さ
れ
、「
面
劇
」
な
ど
の
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
重
要
文
化
財
「
木
造
薬
師
如
来
坐
像
」
を
所
有
す
る
童
学
寺
な
ど
の

寺
院
、
神
社
も
多
数
存
在
し
、
仏
像
、
仏
画
な
ど
の
仏
教
美
術
や
地
元

な
ら
で
は
の
珍
し
い
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
近

年
で
は
文
化
財
の
活
用
が
観
光
振
興
や
地
域
振
興
、
学
び
、
教
育
に
も

資
す
る
と
の
認
識
か
ら
文
化
財
の
公
開
、
活
用
に
期
待
さ
れ
る
効
果
や

役
割
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
文
化
財
の
価
値
を
、
現
代

の
わ
れ
わ
れ
が
認
識
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
文
化
財
は
世
代
を
超
え

て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
図
録
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
多
年
に
わ
た
る
調
査
に
際
し
、
所
有

の
文
化
財
の
調
査
を
ご
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
荒
木
義
典
住
職
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
四
国
大
学
文

学
部
須
藤
茂
樹
教
授
と
院
生
及
び
学
生
の
み
な
さ
ま
、
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
石
井
町
の
文
化
財
保
護
行
政
に
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

石
井
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

喜　

多　

利　

生
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環
境
活
動
家
が
使
い
始
め
た
言
葉
と
し
て
「
懐
か
し
い
未
来
」
と
い

う
表
現
あ
り
、
そ
れ
は
、
近
代
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
引
き
換
え
に
失
っ

て
き
た
、
伝
統
や
文
化
の
古
き
良
き
も
の
を
守
り
、
新
し
い
形
で
生
か

す
姿
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

平
成
三
十
年
度
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
文
化
財
の
総
合
的

な
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
、
景
観
、
街
づ
く
り
、
観
光
等
、
他
の
行

政
分
野
と
連
携
し
て
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。『

教
育
基
本
法
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性

を
備
え
た
人
間
性
そ
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
伝
統
を
継
承
し
新
し

い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
」
と
し
て
、
目
的
は
、
心
身
と
も
に
健
康
な

国
民
の
育
成
を
期
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

文
化
は
人
と
人
を
結
び
つ
け
、
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
土
壌
を

創
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
の
文
化
活
動
は
、

そ
れ
自
体
、
独
自
の
価
値
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
誇
り
や
愛
着
を
深

め
、
ひ
い
て
は
住
民
共
通
の
よ
り
ど
こ
ろ
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
の
改
正
は
、
地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
し
活
性
化
を
図

り
、
に
ぎ
わ
い
を
探
る
こ
と
だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
を

観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
意
図
は
、
こ
こ
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
誇
れ
る
も
の
、
地
域
で
誇
れ
る
も
の
、
そ
れ
を
磨
い

て
皆
さ
ま
に
ご
披
露
す
る
、
そ
れ
が
本
来
の
「
観
光
」
の
意
味
だ
と
思

い
ま
す
。

「
誇
れ
る
も
の
を
磨
く
」
そ
こ
に
は
「
見
る
、
聞
く
、
匂
う
、
味
わ

う
、
触
れ
る
」
の
五
感
と
は
云
わ
ず
と
も
、
複
数
の
感
覚
器
官
を
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
創
造
」
に
し
て
も
同
じ
で
、
目
に
み
え
る
こ
と

も
で
き
な
い
、
手
で
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
時
間
経
過
の
な
か
で
、

そ
の
奥
に
あ
る
何
か
を
深
く
感
じ
取
る
感
性
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

文
化
財
は
、
様
々
な
時
代
背
景
の
中
で
、
人
々
の
生
活
や
風
土
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な

財
産
で
す
。
蓮
光
寺
に
お
い
て
も
、
そ
の
貴
重
な
財
産
と
お
寺
と
の
歴

史
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
時
間
と
い
う
有
限
の
中
で
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
存

在
で
す
が
、
過
去
と
い
う
の
は
、
単
に
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
一
部
と
な
っ
て
今
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
貴
重
な
財
産
と

呼
吸
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
度
、『
蓮
光
寺
の
歴
史
と
文
化
財
』
を
刊
行
し
て
い
た
だ
く
勝

縁
に
恵
ま
れ
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
小
林
智
仁
石
井
町
長

を
は
じ
め
、
石
井
町
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
並
び
に
当
山
に
残
る
文

書
、
聖
経
等
の
整
理
・
調
査
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
四
国
大
学
文

学
部
の
須
藤
茂
樹
教
授
、
同
大
学
院
・
同
大
学
日
本
文
学
専
攻
の
学
生

の
皆
さ
ま
、
総
じ
て
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
、

御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
掌

ご
あ
い
さ
つ 

― 

図
録
の
刊
行
に
寄
せ
て 

―

蓮
光
寺
住
職　

荒　

木　

義　

典
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平
成
三
十
年
度
に
文
化
財
保
護
法
が
大
幅
改
正
さ
れ
、
我
が
国
の
文

化
財
行
政
は
文
化
財
を
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に

よ
り
、
保
存
か
ら
積
極
的
活
用
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
財
の
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
さ
れ
た
点
で
は
高
く
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
一
方
で
や
り
方
次
第
に
よ
っ
て
は
文
化
財
破
損
・
破
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
貴
重
な
文
化
遺
産
が
未
来
へ
継
承
さ
れ
な
い
事

態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
文
化
財
の
価
値
を
正
確
に
認
識
し
、
適
正

な
保
存
処
理
や
管
理
を
十
分
に
施
し
た
上
で
適
切
な
活
用
計
画
を
立
て

て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

筆
者
は
以
前
か
ら
埋
も
れ
た
地
域
の
文
化
財
を
地
域
に
お
け
る
貴
重

な
文
化
遺
産
と
考
え
、
そ
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
に
注
目
し
て
い
た
。

そ
の
観
点
か
ら
、
筆
者
は
地
域
に
あ
る
研
究
・
教
育
機
関
で
あ
る
大
学

が
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
の
基
本
的
な
作

業
と
し
て
地
域
に
残
る
文
化
財
を
調
査
研
究
し
、
そ
の
全
体
像
と
価
値

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

か
つ
て
地
域
の
拠
点
で
あ
っ
た
神
社
や
寺
院
の
文
化
財
調
査
は
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

石
井
町
は
重
要
文
化
財
田
中
家
住
宅
、
同
武
知
家
住
宅
な
ど
阿
波
藍

に
関
す
る
文
化
財
と
と
も
に
、
重
要
文
化
財
薬
師
如
来
坐
像
を
本
尊
と

す
る
童
学
寺
を
は
じ
め
蓮
光
寺
、
浄
土
寺
な
ど
貴
重
な
寺
社
が
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
多
く
の
文
化
財
は
国
史
跡
阿
波
国
分
尼
寺
跡
、
石
井
廃
寺

跡
、
気
延
山
古
墳
群
な
ど
と
と
も
に
文
化
資
産
と
し
て
地
域
振
興
に
活

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
度
、
四
国
大
学
と
石
井
町
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

石
井
町
教
育
委
員
会
の
絶
大
な
ご
協
力
を
得
て
、
蓮
光
寺
の
文
化
財
図

録
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
図
録
が
、
石
井
町
の
教
育
、
文
化

財
保
護
意
識
の
理
解
、
文
化
振
興
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

は
し
が
き 

― 

文
化
財
を
守
る
と
い
う
こ
と 

―

四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授　

須
藤　

茂
樹

地道な史料調査に取り組む大学院生
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山門　国登録有形文化財　江戸時代後期

本堂　平成 10 年（1998）11 月再建
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手水鉢　「雲堂」　天保 5 年（1834）

石造　光明真言百万遍供養塔　天保 2 年（1831）石造　宝篋印塔
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歴代住職墓所　猛海上人をはじめ隆章など歴代住職の墓塔が並ぶ。

猛海上人墓 ( 新 )猛海上人墓 ( 旧 )
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石造　光明真言一億万遍供養塔
　　　弘法大師一千年遠忌報恩謝徳
　　　猛海・行海の供養のため春海が建立

天保 4 年（1833）

石造　五重塔　「御中興法印猛海律師
　　　二百回忌記念」
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石造　弘法大師坐像・石造　地蔵菩薩半跏像　文化 11 年（1814）

石造　地蔵菩薩半跏像石造　弘法大師坐像
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絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　石井町指定文化財　南北朝―室町時代
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絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界）　石井町指定文化財　南北朝―室町時代
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絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　部分
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絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（胎蔵界）　部分
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絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界） 　部分
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絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界） 　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界） 　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界） 　部分

絹本著色　両界曼荼羅図（金剛界） 　部分
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絹本著色　不動明王像　石井町指定文化財　南北朝時代―室町時代
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絹本著色　不動明王像　部分
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絹本著色　不動明王像　部分

絹本著色　不動明王像　部分絹本著色　不動明王像　部分

絹本著色　不動明王像　部分
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絹本著色　不動明王像　修理銘

絹本著色　不動明王像　部分
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本尊　木造　薬師如来坐像
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木造　日光菩薩立像

木造　月光菩薩立像
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木造　弘法大師坐像木造　地蔵菩薩半跏像

木造　地蔵菩薩半跏像 木造　文殊菩薩坐像
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木造　大黒天像木造　千手観音坐像

木造　不動明王立像 木造　毘沙門天立像
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柄香炉　江戸時代　人間の臭気を払い、仏を迎える仏具。

宝相華文馨　室町時代
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密宗所学説一切有部受体随行要軌板木　44 枚　徳島県指定文化財
文化３年 (1803)、猛海が著した仏教書の板木（版木）

密宗所学説一切有部受体随行要軌板木　阿波の書家・西宣行の名がみえる
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密宗所学説一切有部受体随行要軌板木

密宗所学説一切有部受体随行要軌板木
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密宗所学説一切有部受体随行要軌板木

密宗所学説一切有部受体随行要軌板木
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32

「密宗所学説一切有部受体随行要軌」版本　猛海著　文化 3 年（1803）
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34

「十夜大法会仏餉」版木 十一面観音坐像版木



35

作持門詞句要集
持明院以下阿波の真言宗寺院が結集して出版に携わった。

安祥寺口伝　猛海所持

薄草紙第二重口決　猛海所持



36

安鎮　八帖　猛海所持

金剛界　髑髏印（印文「猛海」）



37

胎蔵界初行私記　安

傳法灌頂三昧ほか



38

祥流伝授秘記　天明 6 年（1786）猛海書写



39

前欠　天保 4 年（1833）大粟山神宮寺現住行海書写



40

文永 10 年三宝院結縁灌頂私記　妙瑞書写



41
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金剛峯寺灌頂院昼夜図　中院二紙　猛海所持

灌頂院三味耶戒庭上集会式場之図
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灌頂院夜図

飾　抄秘鈔第五　請雨経法



44

諸尊要鈔　猛海所持

秘鈔　明暦 2 年（1656）　恵心院良信書写



45

諸尊要抄　猛海所持



46

理趣経曼荼羅図　考順所持

傳法灌頂血脈　天明 6 年 (1786) 猛海書写



47

安祥寺流伝授随筆巻上　元文 5 年 (1740) 阿国城北才田正興精舎閑人寂如　助毫義剛

諸尊通用念誦次第　寛政 7 年 (1795) 猛海書写



48

大日経教主異義・和州久米寺流記　文化 4 年 (1807) 阿州城南蓮光精舎教厳書写

大毘瑠遮那成仏神変加持経　見返：施主賀島長門ほか



49

醍醐寺三宝院并遍智院灌頂道具絵様寸尺等



50

文化 8 年（1811）蓮光精舎猛海書写



51

御遺告写

御遺告写

御遺告写



52

四分律行事鈔資持記

秘密儀軌　貞享３年（1686）浄厳点校、文化 14 年（1817）行海校註



53

南前山吉祥院隆辯条目写　享保 12 年（1727） 9 月 12 日付　蓮光寺末寺の規式

四分律行事鈔資持記　見返部分に寄附者の名称あり
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55

蓮光寺境内絵図 (「( 由緒等綴 )」の内 )　本堂改築前の境内の状況がわかる
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一
行
書
「
如
宝
愛
染
王
」　
仁
和
寺
第
33
世　
釈
雲
照
（
１
８
２
７
ー
１
９
０
９
）
筆　
明
治
時
代

一
行
書
「
弄
花
香
満
衣
」　
大
覚
寺
第
50
世
門
跡
藤
村
密
幢(

１
８
７
０ 

― 

１
９
４
９)

筆　
昭
和
時
代
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解
説
編
　 

南
前
山
蓮
光
寺
の
歴
史
と
文
化
財

須　

藤　

茂　

樹

一
、
蓮
光
寺
の
歴
史

南
前
山
吉
祥
院
蓮
光
寺
は
、
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
石
井
字
重
松
に
所
在
す
る
真
言
宗
大
覚
寺
派

の
古
刹
で
あ
る
。
現
在
の
寺
格
は
準
別
格
本
山
（
江
戸
時
代
は
中
本
寺
）
で
、
本
尊
は
薬
師
如
来
で

あ
る
。

天
正
年
間
、
す
で
に
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
元
禄
年
中
に
火
災
に
遭

い
、
由
緒
書
等
の
文
書
類
が
灰
燼
に
帰
し
た
。『
浦
庄
村
史
』
の
億
土
山
光
厳
寺
の
項
に
引
用
さ
れ

て
い
る
「
新
井
秀
明
氏
所
蔵
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
字
大
万
字
の
光
厳
寺
は
蓮
光
寺
の
末
寺
で
あ
っ

た
が
、
蓮
光
寺
を
離
れ
大
覚
寺
直
末
に
な
っ
た
こ
と
、『
名
西
郡
史
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
天
明
年
中

に
猛
海
上
人
が
中
興
に
尽
力
し
た
こ
と
、
南
島
東
禅
寺
、
玉
元
寺
、
大
字
中
島
薬
王
寺
と
先
の
光
厳

寺
が
蓮
光
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
提
出
の
「（
由
緒
等
綴
）」
に
よ
り
猛
海
の
活
躍
な
ど
多
少
の

蓮
光
寺
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
明
年
中
ニ
至
リ
猛
海
大
和
尚
住
職
シ
、
當
」
寺
ヲ
中
興
ス
、
當
寺
猛
海
大
和
尚
大
徳
ノ
聞
へ

滝
高
シ
、
寛
」
政
三
年
徳
島
藩
家
老
賀
島
家
其
徳
ヲ
慕
ヒ
、
殊
」
ニ
正
心
院
殿
ノ
如
キ
来
テ
五

戒
八
戒
菩
薩
戒
ヲ
受
」
ク
、
爾
来
同
家
ノ
聖
霊
位
牌
ヲ
當
寺
ニ
安
置
セ
ラ
レ
、
」
特
別
供
養
所

ヲ
托
セ
ラ
ル
、
」
（
「
由
緒
等
綴
）
」
）
※　

」
は
行
替
え
を
示
す

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
猛
海
上
人
の
徳
を
慕
い
、
徳
島
藩
家
老
賀
島
家
が
位
牌
を
置
き
供
養
所
と
な
っ

た
と
い
う
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
蓮
光
寺
に
は
正
心
院
殿
の
念
持
仏
が
大
切
に
護
持
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
当
時
は
、
中
本
寺
と
し
て
結
縁
灌
頂
、
伝
法
灌
頂
が
お
こ
な
え
る
由
緒
あ
る
寺
院
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
「（
由
緒
等
綴
）」
に
「
當
寺
ハ
中
本
寺
ニ
シ
テ
末
寺
三
ケ
寺
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と

や
「
灌
頂
種
三
尊　

敷
曼
荼
羅　
但
筆
者
・
寄
付
人
未
詳
二
幅
」
と
あ
り
、
か
つ
て
結
縁
灌
頂
、
伝
法
灌
頂

に
必
要
な「
灌
頂
種
三
尊
」と「
敷
曼
荼
羅
図
」双
幅
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
度
の
調
査
で
確
認
で
き
た
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
九
月
十
二
日
付
南
前
山
吉
祥

院
隆
辯
指
出
の
「
南
前
山
吉
祥
院
隆
辯
条
目
写
（
断
簡
）」
は
、
蓮
光
寺
に
残
る
唯
一
の
江
戸
時
代

の
古
文
書
で
あ
る
。
明
治
時
代
以
降
作
成
の
由
緒
な
ど
を
綴
っ
た
「（
由
緒
等
綴
）」
の
最
初
に
綴
じ

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
条
目
は
、
蓮
光
寺
住
職
隆
辯
が
末
寺
に
対
し
て
出
し
た
も
の
で
、
末
寺
と
の
関

係
性
が
わ
か
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
末
寺
と
し
て
、
光
厳
寺
、
薬
王
寺
、
東
前
寺
、
玉
元
寺
の

四
ケ
寺
が
蓮
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
こ
と
、
文
中
の
記
述
か
ら
蓮
光
寺
が
傳
法
灌
頂
、
結
縁
灌
頂
を
お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
、蓮
光
寺
に
は
、徳
島
県
指
定
文
化
財
「
密
宗
所
学
説
一
切
有
部
受
体
随
行
要
軌
」
板
木
（
版

木
）
四
十
四
枚
、
石
井
町
指
定
文
化
財
「
絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
」、
石
井
町
指
定
文
化
財
「
絹

本
著
色
不
動
尊
像
」
な
ど
の
貴
重
な
寺
宝
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
、
蓮
光
寺
の
文
化
財 

︱ 

指
定
文
化
財
を
中
心
に 

︱ 

徳
島
県
指
定
文
化
財「
受
体
随
行
要
期
軌
序
」一
枚
、「
密
宗
所
学
説
一
切
有
部
受
体
要
軌
」十
一
枚
、

「
密
宗
所
学
説
一
切
有
部
随
行
要
軌
」
三
十
二
枚
、
合
せ
て
板
木
四
十
四
枚
（
昭
和
六
十
三
年
七
月

二
十
九
日
指
定
）
は
、
奥
書
に
「
阿
州
蓮
光
律
寺
蔵
版
」
と
あ
る
。
本
書
は
蓮
光
寺
住
職
猛
海
の
著

作
で
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
自
序
、
同
三
年
の
京
都
智
積
院
諦
慧
の
撰
序
を
有
す
る
刊
本
が

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
仏
法
に
お
け
る
戒
の
授
受
の
法
式
並
び

に
受
戒
に
基
づ
く
修
行
や
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
る
遵
守
す
べ
き
規
範
に
つ
い
て
著
述
し
た
も
の
で

あ
る
。
序
文
を
草
し
た
西
宣
行
（
一
七
六
四

－

一
八
二
六
）
は
幕
末
の
三
筆
の
ひ
と
り
と
さ
れ
る
貫

名
菘
翁
（
一
七
七
八

－

一
八
六
三
）
の
書
の
先
生
と
さ
れ
る
。

此
版
木
ハ
文
化
三
年
當
寺
中
興
猛
海
大
和
尚
ノ
著
ニ
係
ル
モ
ノ
」
ヲ
工
ニ
命
シ
テ
之
ヲ
刻
セ
シ

メ
テ
、
當
寺
ニ
蔵
ス
、
古
老
ノ
言
ニ
ヨ
レ
ハ
」
大
和
尚
在
世
中
ハ
之
ヲ
印
刷
製
本
シ
、
各
處
寺

僧
與
ヘ
、
」
又
京
都
・
大
坂
ノ
書
肆
ヨ
リ
紙
・
墨
ヲ
携
ヘ
来
テ
印
刷
ス
ル
コ
ト
」
數
々
也
、
猛

海
大
和
尚
逝
去
ノ
後
ト
雖
モ
當
國
ハ
更
ナ
リ
、
」
他
国
名
刹
・
書
肆
等
ヨ
リ
紙
・
墨
ヲ
携
ヘ
来

テ
印
刷
ス
ル
者
多
シ
、
」
現
金
猶
然
リ
、
」
（
「
由
緒
等
綴
」
）
※　

」
は
行
替
え
を
示
す

猛
海
著
作
の
本
書
が
、
阿
波
国
内
外
で
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

石
井
町
指
定
文
化
財
「
絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
」
双
幅
（
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
指
定
）

は
、
各
縦
一
五
○
㎝
、
横
一
三
五
㎝
で
、
金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

軸
木
銘
に
は
「
増
運
」（
増
吽
）
の
名
が
見
え
、
讃
岐
国
の
与
田
寺
住
職
で
弘
法
大
師
の
再
来
と
言

わ
れ
た
増
吽
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
作
風
か
ら
も
室
町
時
代
の
作
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
修
理
銘
か
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ら
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
表
具
を
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
補
修
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

石
井
町
指
定
文
化
財
「
絹
本
著
色
不
動
尊
」（
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
指
定
）
は
、
銘
文

な
ど
は
な
い
が
、「
絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
」
同
様
に
増
吽
の
作
と
さ
れ
、
そ
の
作
風
か
ら
も
室

町
時
代
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
不
動
明
王
尊
を
中
心
に
脇
侍
と
し
て
四
童
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
修
理
銘
か
ら
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
表
具
を
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
補
修
を
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

「
絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
」
と
「
絹
本
著
色
不
動
尊
像
」
は
、
破
損
が
甚
だ
し
く
、
開
く
こ
と

も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
石
井
町
教
育
委
員
会
の
補
助
を
得
て
、
文
化
財
修
理
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
完
成
報
告
も
兼
ね
た
修
復
報
告
会
を
二
〇
一
一
年
七
月
三
日
に
お
こ
な
い
、
一
五
〇
名
を

こ
え
る
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
山
門
は
国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
。
本
堂
内
陣
に
は
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
を
は
じ
め

日
光
、月
光
の
両
菩
薩
立
像
、十
二
神
将
像
、文
殊
菩
薩
坐
像
、千
手
観
音
坐
像
、地
蔵
菩
薩
半
跏
像
、

不
動
明
王
立
像
、
弘
法
大
師
坐
像
、
摩
利
支
天
像
、
大
黒
天
像
な
ど
の
諸
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
寺
宝
と
し
て
、
賀
島
氏
奉
納
の
念
持
仏
、
御
正
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
銅
製
の
和
鏡
、
柄
香

炉
、
磬
（
室
町
時
代
カ
）
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。
山
門
前
の
墓
地
に
は
猛
海
を
は
じ
め
歴
代
住
職

の
墓
、
境
内
に
は
、
猛
海
・
行
海
の
業
績
を
顕
彰
し
た
光
明
真
言
塔
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
春

海
代
の
「
雲
堂
」
と
刻
ん
だ
手
水
鉢
な
ど
石
造
物
も
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
蓮
光
寺
の
聖
教

蓮
光
寺
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
聖
教
類
で
あ
る
。「
由
緒
等
綴
」
の
「
仏
典
之
部
」
に
「
一
古
安

流
聖
教　
　

全
部
」「
一
百
部
律
鈔　
　

一
部
」「
一
四
分
律
鈔　
　

一
部
」
と
見
え
る
。

「
聖
教
」
と
は
、
祖
師
の
著
述
→
祖
師
の
教
え
に
従
い
仏
法
を
継
承
す
る
寺
僧
に
よ
り
、
受
法
・

修
学
・
教
化
（
布
教
）
を
契
機
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
著
作
ま
で
指
す
→
寺
院
史
料
の
中
で
、
特
に
寺

僧
が
教
学
活
動
の
中
で
作
成
し
た
多
様
か
つ
多
量
の
教
学
史
料
を
、
そ
の
形
態
・
内
容
や
機
能
等
は

措
い
て
、
広
く
「
聖
教
」
と
呼
称
す
る
。「
聖
教
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
宗
・
諸
寺
に
お

け
る
寺
僧
の
教
学
活
動
の
実
態
の
解
明
が
可
能
で
あ
る
。

「
和
州
久
米
寺
流
記
」
の
奥
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

右
安
永
八
己
亥
天
五
月
日
以
南
嶽
地
蔵
院
経
庫
本

　

寫
之
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
陰
桑
門
龍
海

右
文
化
二
丑
天
次
乙
丑
春
三
月
廿
五
日
於
阿
州
名
東

郡
鮎
喰
旅
館
以
円
通
老
大
和
尚
之
御
本
写
得
畢
、

同
歳
四
月
三
日　
　
　

讃
州
施
薬
山
来
中

文
化
四
卯
天
四
月
二
十
一
日
於
讃
州
大
内
郡
三
本
松
旅
舎
以
右
御

　

本
拝
寫
之
了
、　

阿
州
城
西
蓮
光
精
舎
教
厳

「
和
州
久
米
寺
流
記
」
の
奥
書
か
ら
は
、「
阿
州
城
西
」
に
位
置
す
る
蓮
光
寺
の
教
厳
が
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
四
月
二
十
一
日
に
讃
岐
国
大
内
郡
三
本
松
の
旅
館
で
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
本
は
文
化
二
年
三
月
に
阿
波
国
名
東
郡
鮎
喰
の
旅
館
で
円
通
和
尚
の
御
本
を
写
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
和
州
久
米
寺
流
記
」
の
書
写
の
過
程
が
わ
か
る
。

次
に
「（
内
題
）
傳
法
灌
頂
之
時
血
脈
云
」
の
奥
書
を
記
す
。

　

御
本
云　
　
　
　
　
　
　
　

興
雅

　

應
永
廿
五
年
十
月
廿
五
日
以
僧
正
御
房
御

　

自
筆
本
令
書
寫
者
也
、
末
代
重
寚
尤
可
秘
之

　
　
　
　
　
　
　

已
上
宥
快
法
印
奥
書
也

　

元
文
二
丁
巳
年
十
二
月
六
日
於
浪
花
生
玉

　

伝
案
寺
南
坊
謄
鈔
之
、
法
印
妙
瑞
判

　

天
明
六
丙
午
十
一
月
四
日
朝
拝
写
之　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苾
芻
智
教
房
猛
海

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
二
月
に
妙
瑞
が
書
写
し
た
写
本
を
天
明
六
年

（
一
七
八
二
）
十
一
月
に
猛
海
が
書
写
し
て
い
る
。
猛
海
は
真
別
処
の
十
代
密
門
に
学
び
、
九
代
妙

瑞
の
写
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
聖
教
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
別
処
で
真
言
密
教
の

研
鑽
を
積
ん
だ
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。現
在
蓮
光
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
聖
教
の
多
く
は
猛
海
の
書
写
、

ま
た
は
入
手
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
猛
海
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ

え
る
。
猛
海
の
弟
子
行
海
も
ま
た
隆
盛
に
努
め
た
が
、
そ
の
弟
子
春
海
に
よ
っ
て
弘
法
大
師
千
年
遠

忌
の
際
の
光
明
真
言
供
養
塔
の
建
立
に
よ
っ
て
、
猛
海
・
行
海
の
功
績
を
讃
え
残
そ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

版
本
の
「
作
持
門
詞
句
要
集
」
に
は
書
入
れ
が
多
数
あ
り
、
学
習
の
跡
が
見
て
と
れ
る
。
巻
末
に

「
干
時
寛
政
十
二
龍
集
庚
申
十
二
月
十
四
日
」と
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
奥
書
に「
助
刻
衆
」と
し
て「
阿

州　
　
　

同　

持
明
院
泰
雄
」
以
下
阿
波
の
寺
院
六
十
六
ケ
寺
の
名
が
見
え
、
蓮
光
寺
海
恵
の
名
も
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あ
る
。「
作
持
門
詞
句
要
集
」
か
ら
は
教
学
修
業
の
状
況
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、「
作

持
門
詞
句
要
集
」
の
奥
書
か
ら
は
阿
波
に
お
け
る
聖
教
の
出
版
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
蓮
光
寺
の
聖
教
の
調
査
は
道
半
ば
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
の
継
続
に
よ
り
、

蓮
光
寺
と
地
域
の
新
た
な
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

［
付
記
］

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
調
査
な
ど
で
学
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
蓮
光
寺
御
住
職

荒
木
義
典
師
と
そ
の
御
家
族
様
に
は
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
石
井
町
教
育
委
員
会
に
も
御

助
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、「
由
緒
等
綴
」「
蓮
光
寺
先
住
過
去
帳
」
な
ど
は
、
須
藤
茂
樹
「
南
前
山
蓮
光
寺
の
文
化
財

－

調
査
中
間
報
告
に
か
え
て

－

」（『
四
国
大
学
新
あ
わ
学
研
究
所
年
報
』
創
刊
号　

四
国
大
学
附
属

新
あ
わ
学
研
究
所　

二
〇
一
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科　

日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室　

教
授
）

念持仏　賀島氏奉納

御正体裏

御正体　宮崎伊勢守作　蓬莱鏡を御正体として使用。
徳島藩主蜂須賀家から重松村を管轄していた
津田彦之丞が拝領したと伝わる。
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コ
ラ
ム
　
阿
波
の
殿
様
の
着
物
で
表
装
し
た
涅
槃
図

徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
南
島
一
四
六
番
地
に
お
庵
風
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
。
真
言
宗

大
覚
寺
派
の
楊
柳
山
玉
元
寺
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
蓮
光
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
由
緒
書
に
よ

れ
ば
本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
で
、
創
立
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

の
南
島
検
地
帳
に
「
玉
元
寺
」
の
寺
号
名
が
あ
る
と
し
、
十
四
代
藩
主
蜂
須
賀
斎
昌
の
遺
服
で
表
装

し
た
旨
の
箱
書
を
有
す
る
同
寺
所
蔵
の
「
涅
槃
図
」
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

聖
者
、
す
な
わ
ち
釈
迦
の
入
滅
、
死
の
場
面
を
描
い
た
の
が
仏
涅
槃
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
涅
槃

像
を
用
い
ず
、
涅
槃
図
の
語
を
使
用
す
る
。
涅
槃
図
は
二
月
十
五
日
の
涅
槃
会
（
常
楽
会
と
も
い
う

）
の
本
尊
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
コ
ラ
ム
で
紹
介
す
る
「
涅
槃
図
」
は
、
絹
本
著
色
で
、
縦
一
一
四
・
九
㎝
、
横
一
三
二
・
六
㎝
、

画
面
は
や
や
横
長
で
あ
る
。
表
具
は
中
廻
と
一
文
字
は
着
物
の
裂
地
を
利
用
し
て
い
る
。
表
具
の
剥

が
れ
な
ど
破
損
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
荒
木
義
典
ご
住
職
の
英
断
に
よ
り
、
令
和
四
年
十
二
月
に

修
復
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
従
来
の
裂
地
を
用
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

本
涅
槃
図
の
図
様
は
、
所
謂
第
二
形
態
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
央
の
釈
迦
は
右
手
枕
し
、

両
膝
を
曲
げ
て
横
た
わ
る
。
釈
迦
の
周
り
に
は
悲
嘆
す
る
多
く
の
会
衆
の
様
々
な
姿
態
を
描
き
、
右

上
に
は
雲
に
乗
っ
た
飛
来
す
る
摩
耶
夫
人
の
一
行
を
描
く
。
摩
耶
夫
人
の
左
、
ほ
ぼ
中
央
に
満
月
を

配
し
て
い
る
。
枕
も
と
の
沙
羅
双
樹
か
ら
は
瑞
雲
が
盛
ん
に
昇
り
、
釈
迦
の
足
も
と
の
沙
羅
双
樹
の

葉
は
白
変
し
、
背
後
に
は
熙
連
河
が
逆
巻
く
。
釈
迦
の
両
足
に
両
手
を
触
れ
る
の
は
毘
舎
離
城
の
老

女
で
、
こ
の
老
女
は
第
二
形
式
に
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。
釈
迦
の
寝
台
を
取
り
囲
ん
で
、
東
西
南
北
の

四
方
に
沙
羅
樹
八
本
を
配
し
て
い
る
。

寝
台
を
囲
み
、
菩
薩
八
、
仏
弟
子
十
四
、
さ
ら
に
俗
人
な
ど
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
悲
し
み
の

表
情
は
豊
か
で
あ
る
。
下
辺
に
は
獅
子
、
白
象
、
馬
、
猪
、
犬
、
兎
、
蝸
牛
、
蝶
、
蜻
蛉
な
ど
多
く

の
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
数
え
て
み
る
と
、
そ
の
数
は
五
十
種
を
超
え
る
。
宋
元
の
涅
槃
図
を
参

考
に
、
日
本
に
生
息
す
る
身
近
な
動
物
も
加
え
て
増
加
し
て
い
る
。
天
上
の
摩
耶
夫
人
の
左
右
に
は

二
人
の
侍
女
、
そ
の
前
に
は
阿
那
律
が
描
か
れ
る
。

「
涅
槃
図
」
が
納
め
ら
れ
て
い
る
木
箱
の
箱
書
に
は
、

［
木
箱
蓋
表
書
］

「
涅
槃
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
元
寺
蔵
」

［
木
箱
蓋
裏
書
］

當
院
先
師
所
製
大
版
涅
槃
像
、
慶
應
二
丙
寅
八
月
七
日
夜
遇
水
災
ニ
在
、
汚
故
改
幅　

峻
凌
院
君

公
以
御
遺
服
為
中
縁
、　

涼
樹
院
君
夫
人
以
御
遺
服
一
文
字
、
予
新
思
為
幅
時
」
或
人
来
云
、
以
他

力
作
之
、　

佛
之
意
乎
、
曰
然
矣
然
、
則
我
志
雖
九
牛
弐
毛
敬
欲
供
世
尊
聞
之
有
信
鹿
人
子
来
加
供

所
属
品
幅
不
日
成
厚
徳
可
仰
々
　々

脱
為
字
」

時
是
明
治
二
己
巳
二
月
望　

大
日
本
阿
波
國
城
西
南
島
楊
柳
山
王
元
精
舎
現
務
金
剛
乗
苾
蒭
祥
塔

英
賢
誠　
　

應
求
秋
香
生
盥
手
敬
書
干
楊
柳
山
救
之　

佛
閣
（
朱
文
円
印
「
秋
香
」） 

」

※　

」
は
行
替
え
を
示
す

と
あ
る
。
木
箱
蓋
裏
書
に
よ
れ
ば
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
） 

八
月
七
日
夜
の
水
害
、
所
謂
「
寅

の
大
水
」
に
よ
り
軸
が
水
損
し
、
軸
の
表
具
を
改
め
た
が
、
そ
の
際
に
「
峻
徳
院
君
の
遺
服
」
で
中

縁
を
、「
涼
樹
院
君
夫
人
の
遺
服
」
で
一
文
字
を
仕
立
て
た
と
あ
る
。「
峻
徳
院
」
は
、
十
二
代
徳
島

藩
主
蜂
須
賀
斎
昌
（
一
七
九
五
－
一
八
九
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
涼
樹
院
君
夫
人
」
は
十
三
代
藩

主
蜂
須
賀
斎
裕
の
長
女
加
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
代
は
、
越
前
福
井
藩
主
松
平
越
前
守
茂
昭
と
許

嫁
と
な
り
婚
約
し
た
が
、
未
婚
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
六
月
二
十
二
日
に
死
去
し
て
い
る
。
一

文
字
は
女
性
の
打
掛
の
一
部
で
あ
り
、
中
縁
も
武
士
の
衣
服
の
一
部
と
見
て
間
違
い
な
い
。
箱
書
は

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
に
玉
元
寺
現
住
祥
塔
英
賢
の
望
み
に
よ
り
、「
秋
香
」
な
る
も
の
が
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揮
毫
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
玉
元
寺
住
職
覚
泉
調
べ
の
『
玉
元
寺

什
器
帳
』
に
は
、
本
コ
ラ
ム
で
紹
介
す
る
涅
槃
図
が
「
本
尊
十
一
面
観

世
音
」
な
ど
と
と
も
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
什
器
の
書
き
立
て
の
な
か

に
、「
涅
槃
像　

絹
本
彩
色　

横
五
尺　

縦
五
尺
三
寸
二
分　

箱
書
武

市
秋
香
ナ
リ　

十
四
代
斎
昌
公
遺
服
ニ
テ
表
装　

箱
書
秋
香
」と
あ
り
、

後
半
の
本
文
に
は
箱
書
の
翻
刻
文
と
箱
書
の
筆
者
で
あ
る
「
秋
香
」
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
蜂
須
賀
斎
昌
と
も
関

係
の
あ
る
徳
島
藩
の
儒
学
者
の
前
川
秋
香
（
一
八
〇
一
－
一
八
五
四
） 

で
は
な
く
、
武
市
秋
香
と
考
証
し
て
い
る
。
武
市
秋
香
は
中
通
町
に
住

し
、
風
流
を
好
み
、
学
問
に
秀
で
、
詩
文
に
長
じ
た
。
篆
刻
を
業
と
し
、

書
籍
・
印
譜
を
収
集
し
、
印
材
を
陳
列
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
の
と

こ
ろ
は
、
こ
の
考
証
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

「
涅
槃
図
」
の
作
者
は
不
明
だ
が
、
色
鮮
や
か
で
会
衆
の
表
現
も
豊

か
で
あ
り
、江
戸
時
代
の
仏
画
と
し
て
秀
逸
な
作
品
と
評
価
で
き
よ
う
。

ま
た
、
木
箱
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
貴
重
で
、
そ
の
蓋
裏
書
か
ら

水
害
に
よ
る
破
損
、
藩
主
と
そ
の
周
辺
の
人
の
装
束
の
一
部
を
用
い
て

表
具
を
改
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
涅
槃
図
は
石
井
町
の
「
地
域
」
の
歴
史
を
語

る
上
で
重
要
な
文
化
財
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
令
和
の
御
世
に
修
復
が
な

さ
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
今
後
も
大
切
に
保
存
・
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
た
い
。
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あ
と
が
き
　 

︱ 

蓮
光
寺
の
調
査
を
始
め
て 

︱

蓮
光
寺
と
の
出
会
い
は
、
私
が
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
両
界
曼
荼
羅
図
と
不
動
明
王
像
の
修
復
の
ご
相
談
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
四
国
大
学
文
学
部
に
移
っ
て
か
ら
、
地
域
貢
献
に
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
平
成
二
十
九
年
度
に
設
置
さ
れ
た
新
あ
わ
学
研
究
所
の
伝
統
文
化
部
門
で
は
、
平

成
三
〇
年
度
よ
り
四
国
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
名
西
郡
石
井
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
寺
院
文
化
財
の
調
査
を
中
心
に
広
く
町
内
の
文
化
財
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
お
け
る
阿
波
藍
文
化
遺
産
の
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
石
井
町
に
設
定
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
藍
商
で
あ
っ
た
高
橋
家
伝
来
の
「
高
橋
家
文

書
」
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
こ
れ
ら
多
角
的
な
文
化
財
調
査
を
通
じ
て
、
文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
石
井
町
を
事
例
に
考
え
て
い
け
た
ら
と

の
展
望
を
も
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
弘
法
大
師
空
海
が
修
学
し
た
と
さ
れ
る
童
学
寺
と
増
吽
の
伝
説
を
持
つ
蓮
光
寺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
調
査
を
開
始
し
た
。
石
井
町
石
井
に
所
在
す
る

蓮
光
寺
は
、
徳
島
県
指
定
文
化
財
「
受
体
随
行
要
軌
序
」
ほ
か
、
石
井
町
指
定
文
化
財
「
絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
」
な
ど
の
文
化
財
を
所
蔵
す
る
古
刹
で
あ
る
。
平
成

二
十
九
年
度
四
国
大
学
学
術
助
成
「
地
域
志
向
型
等
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
寺
院
文
化
財
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
調
査
技
術
の
定
着
に
関
す
る
試
行
」（
Ｃ
О
Ｃ
事
業
）

で
の
蓮
光
寺
調
査
を
新
あ
わ
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
部
と
し
て
引
き
継
い
で
お
こ
な
っ
た
。
調
査
メ
ン
バ
ー
は
、
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授
須
藤

茂
樹
と
四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
書
道
文
化
専
攻
二
年
立
井
佑
佳
、
日
本
文
学
科
四
年
結
城
千
鶴
、
三
年
山
口
幸
歩
（
大
学
院
文
学
研
究
科
進
学
後
も
調

査
に
参
加
）、
山
田
祥
子
等
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
学
生
が
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
調
査
技
術
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
問
題
解
決
能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
後
も
断
続
的
に
調
査
を
継
続
し
た
が
、
令
和
二

－

四
年
度
は
大
阪
大
学
、
次
い
で
鳴
門
教
育
大
学
の
科

研
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
四
年
度
、
再
び
院
生
の
小
部
さ
く
ら
（
四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
一
年
）、
学
生
の
峯
綾
乃
（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学

科
三
年
）
と
調
査
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
、
蓮
光
寺
と
の
お
付
き
合
い
は
七
年
以
上
に
及
び
、
調
査
も
四
〇
日
以
上
は
通
っ
て
い
る
。
調
査
は
地
道
な
作
業

な
の
で
あ
る
。

こ
の
度
、
四
国
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
石
井
町
・
石
井
町
教
育
委
員
会
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、
蓮
光
寺
調
査
の
成
果
を
図
録
と
し
て
刊
行
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
が
石
井
町
の
文
化
・
教
育
・
観
光
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
図
録
を
成
す
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
文
化
財
を
管
理
し
て
い
る
蓮
光
寺
ご
住
職
荒
木
義
典
師
と
そ
の
ご
家
族
様
に
は
種
々
ご
指
導
い
た
だ
く
と
と
も

に
様
々
な
ご
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
図
録
の
刊
行
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
石
井
町
及
び
石
井
町
教
育
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
は
Ｃ
О
Ｃ
事
業
、
基
盤
研
究
（
A
）19H

00529

及
び
基
盤
研
究
（
B
）20H

01309

、
基
盤
研
究
（
C
）22K00341

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　

令
和
五
年
二
月
十
七
日

四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科　

教
授　

須
藤　

茂
樹
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【
主
要
参
考
文
献
】

石
井
町
史
編
纂
会
編
『
石
井
町
史
』
下
巻
（
石
井
町　

一
九
九
一
年
）

『
名
西
郡
志
』（
名
西
郡
役
場　

一
九
二
六
年
）

『
浦
庄
村
史
』（
浦
庄
村
史
編
纂
委
員
会　

一
九
六
五
年
）

徳
島
県
教
育
委
員
会
編
『
徳
島
県
の
文
化
財
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
新
聞
社　

二
〇
〇
七
年
）

石
井
町
文
化
財
保
護
審
議
会
編
『
石
井
町
の
文
化
財
』（
石
井
町
教
育
委
員
会　

二
〇
一
四
年
）

中
野
玄
三
『
日
本
の
美
術
』
二
三
八
号
「
不
動
明
王
像
」（
至
文
堂　

一
九
八
六
年
）

百
橋
明
穂
『
日
本
の
美
術
二
六
七
号　

仏
伝
図
』（
至
文
堂　

一
九
八
八
年
）

中
野
玄
三
『
日
本
の
美
術
二
六
八
号　

涅
槃
図
』（
至
文
堂　

一
九
八
八
年
）

下
泉
全
暁
『
不
動
明
王
』（
至
文
堂　

二
〇
一
三
年
）

頼
富
本
宏
『
マ
ン
ダ
ラ
の
ほ
と
け
た
ち
』（
東
京
美
術　

二
〇
一
一
年
）

福
田
憲
熈
『
阿
波
書
人
志
』（
原
田
印
刷　

一
九
九
八
年
）

中
山
一
麿
「
経
蔵
調
査
研
究
の
問
題
点
と
展
望
」（『
仏
教
文
学
』
36
・
37
合
併
号　

二
〇
一
二
年
）

稲
谷
祐
宣
「
阿
州
蓮
光
寺
猛
海
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
時
報
』　

一
九
八
七
年
）

稲
谷
祐
宣
「
猛
海
律
師
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
時
報
』
昭
和
六
二
年
九
月
号　

高
野
山
出
版　

一
九
八
二
年
）

荒
木
宣
雄
「
阿
州
蓮
光
寺　

猛
海
律
師
を
想
う
」（『
六
大
新
報
』
六
大
新
報
社　

二
〇
二
三
年
一
月
）

須
藤
茂
樹
「
南
前
山
蓮
光
寺
の
文
化
財

－

調
査
中
間
報
告
に
か
え
て

－

」

（『
四
国
大
学
新
あ
わ
学
研
究
所
年
報
』
創
刊
号　

四
国
大
学
附
属
新
あ
わ
学
研
究
所　

二
〇
一
九
年
）

「
掛
軸
3
点
の
修
復
祝
い
公
開　

石
井
・
蓮
光
寺
所
蔵
の
文
化
財
」（
徳
島
新
聞
』
二
〇
一
一
年
七
月
四
日
付　

徳
島
新
聞
社
）

「
修
復
さ
れ
た
室
町
期
の
仏
画
（
石
井
・
蓮
光
寺
）」（『
徳
島
新
聞
』
二
〇
一
一
年
七
月
一
三
日
付　

徳
島
新
聞
社
）。

【
協
力
機
関
・
協
力
者
】

蓮
光
寺　

荒
木
義
典　

真
鍋
俊
照　

宮
崎
信
也　

中
山
一
麿

表
紙
写
真　

国
登
録
文
化
財　

山
門

裏
紙
写
真　

両
界
曼
荼
羅
図　

胎
蔵
界
（
部
分
）

八幡神社　鳥居　
明治維新の廃仏毀釈以前は蓮光寺が別当寺を務めた。八幡神社　拝殿



南
前
山
蓮
光
寺
の
歴
史
と
文
化
財

発
行
日　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月
十
五
日

編　

集　

四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科　

教
授　

須
藤　

茂
樹

発　

行　

石
井
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
︱
一

　
　
　
　
　

℡
〇
八
八 

︱ 

六
七
四 

︱ 

七
五
〇
五

印　

刷　

遠
藤
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　

徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
六
八
三 

︱ 

八

　
　
　
　
　

℡
〇
八
八 

︱ 

六
七
四 

︱ 

〇
一
六
一

協　

力　

南
前
山
蓮
光
寺






